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研究内容 

骨格系形成・維持のジェネティクスとエピジェネティクス 

私たちの研究グループでは、人間では２００個ある骨、それらを結ぶ腱と靱帯、軟骨を含めて骨格系とし、その形

成と維持に焦点を当てて研究を行っています。マウス、ラット、メダカなど様々なモデル動物の骨格系の突然変異体

を用いて、発生過程でのパターニング、骨の成長と骨化（例、骨形成不全症と Aga2 マウス、図左）、炎症性関節

炎（例、Ali14 マウス，Abe et al., 2011、図中央）について、その分子メカニズムを解析しています。得られた研究結

果をもとに、側彎症や炎症性関節炎などのヒト疾患の治療への応用を計画しています。さらに最近では、遺伝子配

列に依存しない、エピジェネティックな遺伝子発現制御による形態異常（例、バルプロ酸投与マウス、図右）について

研究を進めています。これらを通じて、遺伝子による制御のみならず、遺伝子と環境との相互作用による骨格系形

成・維持のメカニズムの解明を目指します。 
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